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在宅医療・介護を考える北空知地域住民フォーラムin妹背牛の開催報告 

～ いずれはみんなに訪れる人生の最期 どう迎えたいですか？ どう送りたいですか？ ～ 

 

・日 時 平成３０年１０月２０日（土）１３：３０～１６：００ 

・場 所 妹背牛町 わかち愛もせうしひろば（ＪＡ北いぶき妹背牛支所） 

・参加者 ９７名（妹背牛町６３名、深川市２０名、秩父別町２名、北竜町７名、沼田町２名、 

その他３名、うち一般６３名、支援関係者３４名） 

・目 的 北空知地域の住民の方に在宅医療と介護を考えてもらう地域啓発の場とする 
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齋藤小部会長挨拶 

・事前申込者は４０名弱で、ちょっと心配しました

が、時間になると続々と入場、イスや資料を追加

しました。 

・１時間以上も前から来場された皆さんは、地域リ

ハビリテーション活動支援事業で発案した介護予

防体操「ライスパワー体操」のビデオを見ながら

体操をしてくれました。 

・司会進行は、この事業を担当する「多職種連携・

地域啓発部会の神薮部会長（北竜町地域包括支援

センター主幹）です。 

 

・開催地「妹背牛町」の廣瀬副町長から開会挨拶。 

 廣瀬副町長からは、ご両親の最期を見守った時の

エピソードを交えながら、在宅医療と介護につい

て地域皆で考える大切さについてお話をいただき

ました。 
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・北空知地域医療介護連携支援センターの三ッ井事

務局長から北空知の「高齢者人口の状況」や「医

療・介護の状況」について説明があり、将来を考

えると広域連携の深化が必要と判断し、北空知関

係市町と関係機関・団体で「北空知地域医療介護

確保推進協議会」が平成２８年に設立され、「チ

ーム北空知」を目指し様々な取組が行われている

ことが紹介されました。また、住民に考えてほし

い事、やってほしい事のお話がありました。 

・深川地域訪問看護ステーションの原田所長から本

問看護の取組として、人生の最期を自宅で迎えた

３件の事例の紹介がありました。 

・いずれも、本人と家族の願いに寄り添い、医師を

始めとする支援スタッフが連携し、家族に見守ら

れながら最期を過ごした例です。 

・参加者アンケートでは、命の向き合い方に考えさ

せられました、訪問看護の素晴らしさを知ること

ができました、などの感想がありました。 
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・講演では、北星学園大学教授の杉岡先生から地域

包括ケアシステムを構築するための事例として、

新潟県長岡市の「在宅のお年寄りにも施設なみの

サービス」を提供しようと取り組んでいる活動が

ビデオで紹介されました。施設の壁を取り外し、

地域全体を施設とみなし、２４時間３６５日で在

宅生活を支えようというものです。 

・また、道内の事例として、池田町の住民主体の取

組を紹介。ふまねっとやサロンなどの介護予防活

動の普及、見守りタクシーの取り組みなど、高齢

者同士の助け合い活動が行われています。 

・その中で、開催地、妹背牛町のＮＰＯ法人「わか

ち愛もせうし」の活動も全国的に先進的な取組を

しているとの評価がありました。 

・最後に、ともに暮らしともに支え合うこれからの

地域づくりとして、医療介護連携の取り組み、支

え合うコミユニティづくりが重要であるとのお話

がありました。 

・参加者アンケートには、「おたがいさまです」の

気持ちが大事、他地域の事例が聞けて参考になり

ましたとの感想がありました。 
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・意見交換は、開催地の河野健康福祉課長がコーデ

ィネーターとなり、民生委員、老人クラブ、サロ

ンなどで活動されている方から、外に出て活動す

ることの大切さや、高齢者の本音をもう少し聞き

出したいなどと、意見や感想を述べられました。 

・参加者アンケートには、今日は良いお話を聞けて

よかった、今回のようなフォーラムを年１回は開

いてほしい、高齢化がすすむ地域では、住民の

力、つながりが大事だと再確認したなどの感想が

ありました。 

杉岡先生のスライドから妹背牛の活動を紹介 

・会場となった「わかち愛もせうしひろば」は、農協の旧店舗を改装、食堂テーブルやソファ、運動器具が備

えられ、住民の休憩、集いの場となっています。 

・社会福祉協議会やＮＰＯ法人わかち愛もせうしでは、オレンジカフェ・縁（月１回）、ふれあいサロン・ほっ

と茶屋（毎週金曜日）、ふまねっとや百歳体操などの介護予防活動、わかち愛食堂（毎週月曜日）、わかち愛

食堂・夕暮れサロン（居酒屋版、月１回）などを開催しており、その他にも様々な集いの場、居場所として

利用されています。 

来年は、北竜町で開催します。ぜひ参加ください。 
・在宅医療・介護を考える北空知地域住民フォーラムは、北空知１市４町を巡回開催しております。 

・来年は、北竜町で開催します。ぜひ参加ください。 


